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エースコック株式会社（本社：大阪府吹田市 社長：村岡寛）は、2024 年２月 19 日より、 

「スーパーカップ１．５倍 たらこクリーム味うどん/蟹チゲ風ラーメン」を新発売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本商品のポイント＞ 

① Z 世代向けの“映え”を意識し、ピンク色を全面におし出したインパクトのあるパッケージ

デザイン！ 

② おいしい定番の味として人気を誇る「たらこ」と韓国ブームで注目を集める「蟹チゲ」を

味わえる一杯！ 

 

■商 品 名：  スーパーカップ１．５倍 たらこクリーム味うどん 

  スーパーカップ１．５倍 蟹チゲ風ラーメン 

■発 売 日： 2024 年２月 19日（月） 
 
■発 売 地 区： 全国 
 
■希望小売価格： 240 円（税抜） 

  

1988 年の発売以来、若者たちの「挑戦の原動力」となり続けるために改良を重ねてきた「ス

ーパーカップ」。今回はより Z 世代に支持されるカップめんを目指して、スープ・かやくなどに

ピンク色を取り入れ、“映え”を意識したインパクトある新商品に仕上げました。また、「ピンク

シャツデー運動」に賛同し、パッケージにも「ピンク色」を全面に表現したインパクトあるデザ

インに仕上げています。おいしい定番の味として人気を誇る「たらこクリーム味うどん」は、た

らこの旨みとまろやかな味わいの一杯です。韓国トレンドで注目を集める「蟹チゲ風ラーメン」

は、蟹の旨みと醤のピリッとした刺激がクセになる味わいです。 

Z 世代向け“映え”カップめん！ピンクまみれの新・スーパーカップが登場！  

若者に人気のたらこと蟹チゲでピンク全開な一杯！ 

スーパーカップ１．５倍 

たらこクリーム味うどん/蟹チゲ風ラーメン 
2024 年２月 19日 新発売 
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【商品特長】 

商 品 名 
スーパーカップ１．５倍 
たらこクリーム味うどん 

スーパーカップ１．５倍 
蟹チゲ風ラーメン 

め ん 

しっかりとした弾力とコシを持たせ

た滑らかなうどん。食べごたえ十分

なめん重 90ｇ仕様のめんに仕上げ

ました。 

(湯戻し時間:5 分) 

滑らかさのある丸刃のめん。口の中

で存在感をしっかりと感じられる、

食べごたえ抜群のめんに仕上げまし

た。 

(湯戻し時間:3 分) 

ス ー プ 

ポークをベースに魚介の旨みを利か

せ、香味野菜をバランスよく加えた

スープです。別添の調味油を加える

ことでたらこの風味が広がり、最後

まで飽きのこない一杯に仕上げまし

た。 

香味野菜をバランス良く配合し、蟹

の旨みを利かせたチゲ風スープで

す。豆板醤のピリ辛さがアクセント

となり、最後まで飽きのこない味わ

いに仕上げました。 

か や く 
シャキシャキとした食感の良いキャ

ベツ、彩りの良い卵、ねぎを加えま

した。 

大きく存在感のあるかに風かまぼ

こ、彩りの良い卵、ねぎ、唐辛子を

加えました。 

パッケージ 
映えを意識した“ピンクカラー”を全面におし出し、店頭で消費者の目を引

くデザインにしました。シズル感あふれる写真を大きく配し、インパクト

のあるパッケージになっています。 

 

【商品概要】 

商 品 名 
スーパーカップ１．５倍 
たらこクリーム味うどん 

スーパーカップ１．５倍 
蟹チゲ風ラーメン 

内 容 量 106g（めん 90g） 116g（めん 90g） 

荷 姿 12 食×1 

JAN コード 49 01071 40343 0 49 01071 40347 8 

ITF コード 1 49 01071 40343 7 1 49 01071 40347 5 

ケース JAN 
コード 49 01071 40346 1 49 01071 40348 5 

希望小売価格 240 円（税抜価格） 

個装サイズ 140×140×105mm 

段ボールサイズ 432×290×217mm 

個 装 重 量 129g 138g 

ケース重量 1.9 kg 2 kg 
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＜参考情報＞ 

「ピンクシャツデー」運動ついて 

カナダから生まれた活動で、ピンクシャツを着たり、ピンク色の

ものを身につけたりする事で「いじめ反対」の意思表示をする日に

なっており、毎年 2 月の最終水曜日が「ピンクシャツデー」と制定

されている。子供から大人まで誰もが参加することのできるシンプ

ルなポジティブキャンペーンとして、日本でも、学校・団体・企業

などからの参加が広がっています。 


